
 

 

 

 

 

吹く風も爽やかな、過ごしやすい季節になりました。 

みなさん、健康に過ごせていますか？春野菜など今が旬の 

食材を食べ、春を感じながら食事を楽しんでくださいね！！ 

 

 

 

 

 

 

 

日本茶には煎茶、ほうじ茶、玄米茶、玉露茶、 

抹茶などがあります。一般的なものが煎茶です。 

昔から「八十八夜に摘んだお茶を飲むと７５日長生きする」 

といい、新茶をおくる習わしもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八十八夜：立春から数えて八十八日目。この頃から 

霜がおりなくなるので、稲の種まきや茶摘みを始める 

目安とされてきました。八十八の字を組み合わせると 

「米」になるように、米作りには、八十八もの手間が 

かかるといわれ、末広がりで縁起がよい数字なので、 

豊作祈願の行事や夏の準備を始める吉日とされています。 
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②急須に人数分の

茶葉を入れます。 

目安は１人あたり 

茶さじ１杯分。 

 

千里みらい夢学園

吹田市竹見台中学校   

令和３年４月３０日   

 

③茶わんのお湯を急須

にうつし、ふたをして

１～２分蒸らします。  

④急須のふたをおさえ

ながら、濃さが均一に 

なるよう、各茶わんに 

少量ずつ注いでいきま

す。最後の一滴まで 

注ぎきると、２煎目も 

おいしくなります。 

①人数分の茶わんに 

お湯を注ぎ、茶わんを

温めながら、50～60度

位まで冷まします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★５月後半分食券配付：５月１１日～１３日まで 

★６月の給食申し込み締め切り：マークシートは５月１７日（月）、インターネットは５月２０日（木） 

６月１６～３０日分の給食は６月５日（土）まで追加予約できます。 

★６月分食券配付：２５日:３年生 ２６日:１年生 ２７日:２年生 ２８日:まだの人 

 

筍 初鰹 そら豆 アスパラ 

グリンピース、金目鯛、いさき、きす 

 

１－１、１－２、２－２、３－１、３－２、３－３ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもの日は子どもたちの健やかな成長を 

願う日で、男女の別はありません。別名、 

『端午の節句』というので、男の子という 

イメージが強いのですが、本来はみんなが 

無事で過ごせるよう、季節の節目に邪気 

払いをする行事です。家族みんなで幸せを 

願う文化を楽しんでくださいね。 

柏餅
かしわもち

 あん餅を柏の葉で包んだ和菓子。       

柏は新しい葉が出るまで古い葉が落ちない         

ため、すこやかな成長と子孫繁栄の願いを込めて、     

江戸時代から端午の節句に柏餅を食べるようになりました。 

粽
ちまき

 茅または笹の葉でもち米を包んで蒸したもの。現在は

ういろうや葛を包んだ和菓子となっています。端午の節句と

ともに中国から伝わったので、伝統を重視する関西では  

今でも粽が主流です。 

ん 

菖蒲の強い香りで邪気を払い、薬草効果で

健康になるので、無病息災で過ごせます。

香りが立つポイントは、菖蒲を入れてから高

めの温度にすることです。 

菖蒲
しょうぶ

湯
ゆ
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